
11 月 25 日（土）　14:00~16:00
場所:国領駅北ふれあいの家　
参加費:無料
テーマ:かるたで知ろう、子どもの権利!
主催:調布 ・ 生活者ネットワーク　
申込 ・ 問合せ:
　　電話 042-487-3087　（平日のみ）
　　waku2seikatusha@mpd.biglobe.ne.jp
　　オンライン申し込みは QR コードから
締切:　11 月 22 日（水）

＊おしゃべりカフェ＊

※おしゃべりカフェは、毎月第三
土曜の午後に開催。12月の
テーマは「地震用マイタイムライン」
1月は未定です。　

登録していただくと、月に数回、イベントや定例会情
報をお届けします。
https://lin.ee/yB1KwBe

木下やすことたんぽぽ会議

11 月 25 日（土）　9:30 ～ 11:30
集合:都営佐須町アパート内公園 
　　　　　（京王線国領駅から徒歩 15 分）
締切:11 月 20 日（月）
申込 ・ 問合せ:電話 042-487-3087 （平日のみ）
waku2seikatusha@mpd.biglobe.ne.jp

野川水生生物調査

　あっちもこっちも　ジェンダーだらけ

◇9月16日の「おしゃべりカフェ」は、「ジェンダーかるた」取り
をしたところ、1句ごとに参加者から感想や意見が飛び交い
大いに盛り上がりました。例えば「保護者名　書いてしまう　
夫の名前」---うん、これってあるある!無意識に書いてい
た、母親だって保護者なのに。さらに一句「NOなんです　
YES以外は　NOなんです」---「嫌よイヤよも好きのうち」な
んて誰が言った?正しい性教育が必要ね。

◇私たちは⾧い間、女らしく、男らしく、嫁らしく、母親らし
く、父親らしく、といった社会的に作られた性差、固定的な
役割分担や思い込みに縛られ、慣らされてきました。私は
70代ですが、「男が主で女は従うもの」的な家庭環境で育
ちました。家父⾧制は大嫌い。大いに反発しましたが、幼
いころからの刷り込みは意識の奥に浸透し、時に無意識に
行動にあらわれ呆れ果てます。意識を変えることは容易で
はありません。さらに、参加した大学生によると、若い世代

だからと言って必ずしもジェンダーフリーというわけではな
く、その感覚には個人差があるようです。　

◇まずは、かるた遊びを通して、改めて日常のジェンダー
に気づき、そのギャップを解消していくために声をあげてい
きましょう。
「生まれたまま　ありのままで　生きたいね」!（芳江）

楽しく分かりやすく憲法を学ぶ「檻ライ」を調布で開催します!

1 月 27 日 ( 土 )13:30 ～ 16:00（予定）
場所:あくろすホール

講師:楾大樹氏

詳細はブログなどでお知らせします。

「ジェンダーかるた」は、日野・生活者ネットワークがジェンダー
ギャップ解消を目指して設立30周年記念企画で作成したも
の。帝塚山大学HPでは学生たちが作成したかるたをダウンロード
できる。　

＊

（LINEオフィシャルアカウント）


